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認められず， ζの裂隙そのものが腰痛の原因である
と推定された。 6カ月後のレ線像に変化見ず，保
存的療法は奏効しなかった。なお  ζの症例は， G. 
exnerの分類による retroisthmisch K属する。 
28) 肘関節部に発生した興味ある腫癌の経験

吉原病院整形鈴木正己 

約 5年前，原因なく右肘関節伸側l乙発生し他院I乙
て別出術を行ない，当科にて全易U出を行った小児手
拳大腫癌を経験し， その組織学所見にては， 線維
腫，叉は線維肉腫の像を呈した。術後経過は良好に
して，肉腫様変化が認められたので，切断をすすめ
たが，拒否したので， レントゲン照射を施行， 8カ
月間の観察の結果，再発を見なかった。
併し本例は，その発生部位が，関節構成体と思わ
れ，滑液膜腫との文献的考察を行ない，非定型的な
良性滑液膜腫との考え方も存在する予地があると思
われた。 
29) 内軟骨腫の 2症例 

市立川崎病院整形外科井幡 宏

単発性肉軟管腫は， 日常の診療でときどきみられ
る良性の骨腫療であるが最近乙の 2例を経験した。 
2例共，女性に発生し，中年以後の年令である。発
生部位は手指骨lとみられる。治療は腫湯部の掻隈術
を十分l乙施行した後，骨欠損部K対し移植骨に賦形
を与え，これに敵め込む。 1年の経過観察では移植
骨の境界は不明となり，完全な生着をみた。叉，手
ナ旨の運動制限も認められない。
移植骨の生着及び指の機能i乙対し好結果をみたの
で報告する。 
30) Osteopoikilosis様症候を呈した  1症例につ
いて
高石外科病院。高石 敏高石 寿 
18才女子の患者で，左足部捻挫後遺症の主訴で来
:院した症例で， レントゲン検査により全身諸々の骨
に所謂 Osteopoiki1oseを呈していた像を発見し，
更に諸検査の結果， 同症を診断し得た。本症は  
A1bers~schänberg により 1915年に記載されてか
ら，欧米では多数の報告があるが，本邦では，松尾
氏等数氏の発表により拾数例を見るにすぎない。乙
れは本症が，多くは無症状l乙過ぎる例が多く，血液
像や代謝に異常がない為と思われる。成因及び治療
:法は未だ確定的のものがない様である。
31) 中手骨多発性 FibrousDysplasiaに対する
デュラボリン剤(蛋白同化ホル宅ン)使用に
よる臨床経過の検討
塩谷病院整形岡野 正 
45才の男子iとして，外傷約 1カ月後を経て底痛，
腫脹を生じ，中指，環指，の中手骨及び有頭骨l乙多
発性に認められた FibrousDysp1asia R.対し，窒
素及び Ca蓄積能の高度なる蛋白同化ホルモン剤， 
Durabolinを使用し， 主として， X線像による臨
床経過を観察した。
その結果， Durabolin剤使用後， 4---5カ月迄は
臨床的， X線的，病像にきして変化を認めなかった
が， 7---8ヵ月日頃より， 病巣部(多発巣)に著明
な骨修復改善像と共Ir.，臨床的好転が見られ，同時 
l乙，全身状態に対する副作用の認められない事実に
反し，筋力の増加と共に，体重等の増加を見，その
有効性を認めると共Ir.，その臨床経過につき検討報
告した。 
32) 肘関節部に発生せるグロームス腫蕩の 1例

浦賀船渠病院整形坂巻 惜

正常皮膚真皮層応分布する特殊な動静脈吻合器管
である皮膚グロームスより発生する腫癌は  1924年 
Massonの詳細な記載以来，知られているが， 最
近，肘関節部に発生し，臨床的，組織学的に典型像
をとった本腫療を経験した。
症例:65才男， 30数年来肘頭部皮下に有痛性小
腫癌あり，最近  10年来之氏触れると左第  4指より
頚宮に向い放散する電繋様広痛の為，屡々作業不能
となる。
自発痛，叉天候，気温による増悪は明かでない。 
ー
肘頭部皮膚真皮層に 15mmx 5mm x 3mm，暗赤
色色調の血管腫様柔軟な腫癌を認め別出，組織学的
には Angiomatりs Ir.増殖した管腔と之をとりかこ
む typischな G10m us. zel1enの geschwu1star-
tige wucherungを認める，極めて typischなグ
ロームス腫蕩であった。
術後経過は全く良好で術後 2年の今日再発をみて
いない。 
33) 巨大なる腐骨劉出を行なわねばならなかった
左大腿骨々膜骨髄炎の 1例
青木医院青木 淳 
K 氏釘使用によって内感染症を生じ， K 氏釘
抜去後約 9カ月で骨膜骨髄炎の反応骨  lζ よって
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Bruchen Bild iingを形成したので，一応腐骨を別
出し今後骨移植を施行する予定の興味ある症例を経
験しましたので報告しました。
34) 我々の経験せる耐性ブドウ球菌症例について
沼津市立病院整形
鹿山徳男，。篠原寛休
近年になって抗生物質の登場以来，ブドウ球菌の
薬剤耐性と云う問題から再びブドウ球菌の感染症に
於ける重要性が認識を新たにした。
千大整形の 1960年 4月より 1961年 12月までの
主として慢性骨髄炎患者から採取したブドウ球菌30
株と沼津市立病院の 1961年 1月より 1961年 12月
までに感染症患者から採取した 50株とについてそ
の薬剤耐性について考察を加えてみた。
その結果，両者共相当数の PC.，SM.，Sulfa剤
耐性菌があり，殊に当教室に於いては既に TC.， 
CP.，EM.等の耐性菌が著明氏増加の傾向を示し
ている乙とが判った。
更に薬剤の併用投与により多重耐性菌も増加して 
l~ る。 
35) 清水厚生病院の現況 (4年間の統計)

清水厚生病院整形。斎藤 隆

外科鈴木太郎 

昭和 33年より昭和 36年比至る 4年聞に清水厚生
病院を訪れた患者は 18，660名である。このうち労災
患者は 2，008例 (10.6%)で年々増加し，叉話題の
交通事故は 1，580例 (8.5%)で36年は 33年の 3倍
と急増して居る o
疾患別では外傷は計 7，501例 (40.2%)となり第 1
線病院では如何に外傷が多いかが分る。手術例中 26
例の腹腔内臓器破裂を数えて居るがこの数はマサチ
ューセッツ総合病院の 24年聞に 280例， その他の
報告に比較して相当広大なる値と思われ，しかも年
々増加の傾向あり，乙れが次第に災害外科の一分野
を占めるのではないかと思われる。
36) プレドニン注入による Quervain氏躍鞘炎，
弾援指の治療成績
国立国府台病院海保幸男
昭和 25年 26年に診療した両症計48例 53指全例 
にプレドニン懸渇液 0.3 ~O.4ccを臆鞘内氏週 1回
の間隔で注入し他療法を用いず2群K分って治療成
績を検討した。
Quervain躍鞘炎では 1回の注入で 29指中 10指
が叉 1カ月以内K94%が底痛消失した。弾接指で
は19指中 1指を除いて大体 1カ月以内K悲痛消失
したが弾援現象は 24指中 13指が消失し他 11指は
軽快に止まった。消失したものでも指腹で触れる 
と小さい腫癌の移動を触れる。注入9回 11固と行
った例は 5~6 回以後はあまり変化がなかった。
之等は明らかに注入回数過剰であると考えられ後日
鍵鞘の癒痕や癒着等を招来する恐れも考えられるの
で 5~'6 回の注入で成果の挙がらぬ症例は症例によ
つては臆鞘切開等を考慮し徒らに注入に流れる様な
事は慎しむべき事と考えるが一応試みてよい療法と
思う。 
37) 脊椎カリエスに対する冷蔵同種保存骨使用に
よる後方癒着術の遠隔成績について
国立療養所下志津病院整形
。渡辺英詩，志村公男
冷臓同種保存骨使用による，脊椎カリエスlζ対す
る後方癒着術を施行した， 7例について， 1年有余
の比較的遠隔成績を知り得たので報告し，いささか
考察を加えた。その結果，同種保存骨移植術は，脊
椎カリエスにも恰好な適応があり，比較的良好な成
績が得られる乙とが判った。 
38) 腹臥位挿管麻酔管理の不注意より招来せる急
性低酸素症
浦賀船渠病院整形坂巻 賠
腹臥位である為，頻回の状態観察が怠り勝とな
り，且つ呼吸嚢抵抗の増大が，黙過され，一旦気道
閉塞，チアノーゼ発現後も対策特l乙系統的とは云へ
ぬ手さヤりに終始し，幸に完全閉塞状態の持続時間
が短く，重大な結果に及ばなかったもの，カフの不
整膨脹lこ起因せる急性気道閉塞，急性低酸素症を経
験した。
麻酔医の油断につけ入り，驚く程簡単な原因で，
場合により，致命的な結果を招き得る事実を再確認ー
して，細心な麻酔管理の重要性を痛感した。 
39) 兎唇手術について

渡辺病院渡辺良彦 

兎馬は極めて多い奇型で， 美容上の意義が大き
く，且つ，乳幼児期比手術を行なうので，その技術
の巧拙が患者の将来に影響する所は大である。それ
故，十分な準備の後に手術が行なわれるべきであ
る。第 1~2 度では余り問題はないが，第 3 度或い 
は上顎・口蓋裂合併例では屡々縫合不全等を来すのs 
